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本委員会の枠組み

資料１－２
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次世代道路網あり方委員会の役割

 本委員会は、都市計画マスタープランを受けて検討される「目指すべき道路網」の実現に向けて、①さいたま
市道路網計画、②さいたま市次期道路整備計画の策定に向けた検討に関して、技術的助言を頂く場

道路網形成プログラム

都市が目指す姿と、実現に向けた総合的、
かつ分野横断的な戦略を定めます。

都市計画マスタープラン都市（まち）のビジョン

道 路 整 備 計 画道路に関する実施計画

整備優先度を設定し、道路整備を推進します。

道 路 網 計 画道路交通のビジョン

まちづくりの目標を達成するために、さいたま市
として必要な道路ネットワークを規定します。

道 路 網 計 画

ドライブに
例えると・・・

進む方向を定め

進む速さを調整

目的地を
目指して

①さいたま市道路網計画の改定に向けた
検討に関すること

・さいたま市道路網計画の改定
地区交通プラン検討の手引きの策定

②さいたま市次期道路整備計画の策定に向けた
検討に関すること

・さいたま市次期道路整備計画の策定

③さいたま市の道路網の交通量等の
モニタリングに関すること

・各計画の進捗状況の確認
・道路整備効果の確認

都市計画全般の領域（都市計画マスタープラン）
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＜設置の必要性＞
・ 予算や人員の減少は続くことが見込まれる中、道路ネットワーク
構築を円滑に進めるためには、人材育成が最も効果的である。ま
た、人材不足の緩和のために、さらなる業務改善が必要である。
・今後、建設局と都市局が役割分担し、道路・街路を整備してい
くには、経験者が不足している。

＜設置の必要性＞
・各年のモニタリングは、事業の進捗状況や成果の発現状況を把握
して、その後の事業の進め方に資するために行う点検作業。
・特に計画策定後、事業を実施する地区においては、想定していな
い諸状況の変化等により目標や事業の修正が必要となることが考え
られることから、予算を確保し、モニタリングの実施することが重要。

人材育成・業務改善ＷＧ③道路モニタリングＷＧ②

＜設置の必要性＞
・道路に関する計画の改定や道路空間の再編等にあたり、都
市局と建設局の実務者レベルで意見交換や調整が必要。
＜検討事項＞
・道路網計画（事務局︓都市計画課）
・道路整備計画（事務局︓道路計画課）
・新技術ヒア

プランニングＷＧ①

＜設置の必要性＞
・都市局・建設局で役割分担し、道路・街路を整備す
るにあたり、調整が必要となる。また、道路空間のあり方
が車中心から人中心へ変化してきている中、道路空間
の再編を検討する必要がある。

＜検討事項＞
・道路網計画
・道路整備計画
・モニタリング結果報告

次世代道路網庁内検討会

＜検討事項＞
・道路網計画
・道路整備計画
・モニタリング結果 等

次世代道路網あり方委員会

・会長 部長級
・構成員 庁内課長級

・構成メンバー
学識経験者、国土交通省、
庁内部長級

・構成メンバー
実務者レベル

・構成メンバー
実務者レベル

・構成メンバー
実務者レベル

技術的助言等

＜計画等検討＞
・道路網計画の改定案の作成及び改定
・次期道路整備計画の策定
・モニタリング結果資料の作成 等

さいたま市

・事務局 都市計画課
道路計画課

協議
情報提供
連絡調整

次期道路整備計画の検討体制

 さいたま市道路網計画・さいたま市道路整備計画の実現に向けて、各検討事項に対して協議・情報提供・
連絡調整のため、庁内課長級から構成する庁内検討会を設置

 庁内検討会を経た各検討事項に対して技術的助言等を得るために、学識経験者等を含めた次世代道
路網あり方委員会を設置

 一部の所管（実務者レベル）から構成するワーキンググループを設置し、道路整備計画等の計画検討や
交通状況の把握（事業の進捗や効果発現等の確認）、道路ネットワークの整備の更なる推進のための人
材育成などを行う
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道路網計画の策定に向けた検討プロセス

 パブコメ最中 本検討においては、計画検討プロセス、技術検討プロセス、市民参加が並行して進む、3つの並行する計画
プロセスにより検討を進める

 今回は、パブリック・コメントでの意見対応、及び地区交通プラン検討の手引きの状況を報告
計画検討
（さいたま市）

市民参加
（市民）

現計画の課題分析・評価
現状と課題

日頃利用している道路に関し
て思うこと（懸念・期待）

新たな道路網の考え方
（課題、目標、視点）

に対する意見
道路網計画の基本理念
道路網構築の視点

路線類型化
（プログラム）

道路網計画
に対する意見

道路網計画

発議 （さいたま市HPおよびSNSで周知）

技術検討
（次世代道路網あり方委員会）

現状や将来動向に関する
データ解析

新たな道路網の考え方
（課題、目標、視点）
に対する技術検討

将来道路網や
整備方針に関する

技術検討

計画に関する技術検討

今回

今回
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計画検討
（さいたま市）

市民参加
（市民）

現状と課題
道路整備の考え方に関する

意見

計画検討に関する意見

道路整備の考え方
及び基本方針

計画書に関する意見

さいたま市道路整備計画

技術検討
（次世代道路網あり方委員会）

現状や将来動向に関する
技術検討

基本方針や評価項目・
評価の視点に関する技術検討

計画書に関する技術検討

評価項目・評価の視点

道路整備路線・箇所

整備効果

さいたま市道路整備計画(案)

評価の視点や優先整備路線
に関する技術検討

道路整備計画の策定に向けた検討プロセス

 今回は、次期道路整備計画の策定に向けて、道路整備の考え方及び基本方針や、評価項目、評価の視
点、市民参加の意見を整理した。
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今回

今回

今回

今回

※年月は予定


